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急成長するメルカリが重用する
「リファラル採用」のメリットとは？

求人媒体を活用した採用活動は、応募者の分母が多くなりすぎるため、ニーズに合う人材を

見つけ出すのに時間とコストがかかる。そうしたリスクが少ないことから、近年用いられるよう

になった採用手法が「リファラル採用」。リファラルは、英語で「紹介」の意味。社員が自分の

会社に適正があると感じる人や、必要な能力を持っている人を紹介し、選考する方法である。

現在、アメリカの企業の約85％が何らかの形でリファラル採用を行っているとのデータもあり、

日本でもベンチャー企業を中心に導入企業が急増中だ。その成功例として注目されている

のが、フリマアプリで急成長し、2016年6月期の売上高が122億5600万円を記録した株式会

社メルカリ。同社のリファラル採用は全体の約6割。自社メディアで1日2本以上の記事を発信

するほか、勉強会も頻繁に開催し同社に興味を抱く人材との出会いの場を創出している。そ

うした場で社員が話をしたり、記事を執筆することで、自らの業務を見直し、自社に対するプ

ライオリティを形成することにも役立っているという。さらに、面接も人事担当ではなく、現場

社員や担当役員が行う。社員の誰もが自社について語ることができることの証左であり、自

社への満足度が高いことの表れでもある。「リファラル採用」という手法を上手に活用するに

は、従業員満足度を向上させることが前提条件のひとつと言えるかもしれない。


